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■新技術の概要 

内耳への遺伝子治療を実施するためのウイルス（アデノ随伴ウイルス：AAV）を担

持しておくためのマイクロスケールの複合ハイドロゲル担体に関する技術。均一

直径のゲルビーズを酵素分解することにより AAVを内耳に固定した状態で時空間

的に制御した徐放を可能とする。 

 

■従来技術・競合技術との比較 

AAVなどのウイルスの徐放システムとしては，コラーゲンゲルやアルギン酸ゲルな

どに AAVを混合することで体内に適用した例はあるが、安定した体内への固定や

徐放速度は担体素材に依存していた。それに対し本技術はマイクロ流体デバイス

を利用して AAVを担持した均一径のマイクロゲルビーズを固定化する技術によ

り、生体内に安定してゲルを固定しつつ AAVの徐放の制御を可能とするものであ

る。 

■新技術の特徴 

・均一径のマイクロゲルビーズの利用により AAVの徐放期間と速度の制御が可能 

・内耳などの狭い体内の空間に安定して固定が可能 

・冷凍・解凍による保存が可能 

 

■想定される用途 

・内耳への遺伝子治療 

・ウイルスによる DDSにおける徐放の時空間的な制御 

・生体内への汎用的なウイルスによる遺伝子導入 
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